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　「同友しずおか」は本紙で500号となりました。1974年１月に「静岡同友会準備会ニュース」として第一号
の広報誌が発刊され、その後「同友しずおか」に名称が変更されました。今後も、同友会のあり方や会員の
すぐれた企業づくりの実例や運動の成果を全会員に伝える機関紙として、多くの皆様にご愛読いただけると
幸いです。

名義変更による新名義人
� （敬称略）

氏名 社名・事業 所属支部 旧名義人

今
いまいずみ
泉　清

せい
司
じ 三島信用金庫

金融業 沼津 髙嶋　正芳

※新会員の写真はe.doyu「ユーザ名簿」に掲載します。e.doyuからのご確認をお願い致します。

氏名 社名・事業 所属支部 紹介者

山
やま
田
だ
　尚

なお
子
こ ㈱サンロフト

情報サービス業（システム
開発、ホームページ制作）

志太 松葉　秀介

新会員のご紹介
（敬称略）　会員数� 1063名

1985年「同友しずおか」に名称を変更

同友しずおか　500号のあゆみ

第１号として発刊された「同友会準備会ニュース」
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同友会で経営者が変わる、社員が変わる、会社が変わる。同友会で経営者が変わる、社員が変わる、会社が変わる。

中小企業家同友会とは
静岡同友会は1974年に71名の経営者が呼びかけあい、設立されました。約1,100名の経営者が、「経営体質の強化」「経営者の能力向上」
「経営環境の改善」をめざし、活動しています。全国各地で開催される全国大会をはじめ、県全体で行う定時総会・全県経営フォー
ラム、また、経営課題別の専門委員会、県下11支部での活動、行政や関係諸団体との懇談、連携等、多岐に亘る活動をしています。

　　 同友会３つの目的 �

❶ 同友会は､ ひろく会員の経験と知識を交流して企業の自主的近代化と強じんな経営
体質をつくることをめざします｡

よい会社をつくろう

❷ 同友会は､ 中小企業が自主的な努力によって､ 相互に資質を高め､ 知識を吸収し､
これからの経営者に要求される総合的な能力を身につけることをめざします｡

よい経営者になろう

❸ 同友会は､ 他の中小企業団体とも提携して､ 中小企業をとりまく､ 社会・経済・政
治的な環境を改善し､ 中小企業の経営を守り安定させ､ 日本経済の自主的・平和的
な繁栄をめざします｡

よい経営環境をつくろう
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消毒液スタンド
� 「フンデイーラ」

を
押
し
出
す
際
、
手
で
触
れ
る
こ
と

に
つ
い
抵
抗
を
感
じ
て
し
ま
う
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

こ
で
、
ポ
ン
プ
に
触
れ
ず
に
手
指
の

消
毒
が
で
き
る
よ
う
、
同
社
で
独
自

開
発
し
た
の
が
こ
の
製
品
で
す
。
ポ

ン
プ
を
置
く
台
の
下
方
の
ペ
ダ
ル
を

踏
む
と
鉄
製
の
板
が
ポ
ン
プ
を
上
か

ら
押
し
て
液
体
が
出
る
と
い
う
仕
組

み
。
遠
州
弁
の
「
踏
ん
で
い
い
ら
」

か
ら
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
す
が
、
開
発

の
き
っ
か
け
は
、
そ
の
少
し
前
に
取

引
先
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
ア
イ
デ
ィ

ア
を
製
品
化
し
た
「
フ
レ
ン
デ
イ
ー

ラ
」
で
し
た
。

自
社
製
品
開
発
へ
の
思
い

　
「
フ
レ
ン
デ
イ
ー
ラ
」
は
、
電
車

の
つ
り
革
や
ド
ア
の
レ
バ
ー
な
ど
、

不
特
定
多
数
が
触
れ
る
箇
所
を
つ
か

む
た
め
の
フ
ッ
ク
の
よ
う
な
製
品
で
、

こ
れ
も
注
目
さ
れ
た
の
で
す
が
、
今

だ
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
何
か
を
自
社

注
目
の
製
品
で
再
登
場

　

以
前
「
塗
装
用
ハ
ン
ガ
ー
」
を
取

り
上
げ
た
マ
ス
ダ
テ
ク
ノ
㈱
の
桝
田

義
高
氏
。
失
敗
に
学
び
、
本
業
の
大

切
さ
を
語
っ
た
前
回
か
ら
３
年
。
時

流
に
乗
っ
た
製
品
を
引
っ
提
げ
て
再

度
の
登
場
で
す
。

消
毒
液
ス
タ
ン
ド�

　
　
　
　「
フ
ン
デ
イ
ー
ラ
」

　

今
回
の
逸
品
は
足
踏
み
式
消
毒
台

「
フ
ン
デ
イ
ー
ラ
」。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
店
舗

等
の
入
口
で
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に

な
っ
た
消
毒
液
用
ポ
ン
プ
は
、
薬
液

で
も
独
自
に
創
り
出
せ
な

い
か
、
と
考
え
る
う
ち
に

社
員
か
ら
出
て
き
た
も
の

が
「
フ
ン
デ
イ
ー
ラ
」
で

し
た
。
着
想
か
ら
一
週
間

で
製
品
化
に
漕
ぎ
着
け
、

メ
デ
ィ
ア
も
取
り
上
げ
る

な
ど
反
応
は
上
々
。
自
慢

の
粉
体
塗
装
で
嫌
な
臭
い

も
な
く
、
大
手
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
が
導
入
す
る
な
ど

か
な
り
引
き
合
い
が
あ
る
よ
う
で
す
。

ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
へ
の
贈
呈
も
行
い
ま

し
た
。

「
必
要
と
さ
れ
る
も
の
を
創
る
」

　

本
業
は
あ
く
ま
で
塗
装
用
ハ
ン

ガ
ー
で
す
が
、
競
合
も
あ
り
年
々
受

注
量
は
減
少
。
残
り
２
本
の
柱
で
あ

る
、
階
段
な
ど
住
宅
用
金
属
製
品
の

受
注
生
産
と
自
社
開
発
製
品
の
占
め

る
割
合
が
、
塗
装
用
ハ
ン
ガ
ー
と
ほ

ぼ
同
じ
に
な
る
ま
で
育
っ
て
き
ま
し

た
。

　

本
業
の
受
注
生
産

は
大
切
で
す
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
は
下
請
の

弱
点
を
ま
ざ
ま
ざ
と

見
せ
つ
け
ま
し
た
。

「
必
要
と
さ
れ
る
も

の
を
創
る
」
を
合
言

葉
に
、
自
社
製
品
で

市
場
に
出
て
い
き
、

い
つ
か
は
メ
ー
カ
ー

に
脱
皮
し
た
い
と
い

マスダテクノ㈱
〒438-0831　磐田市上新屋666
TEL：0538-74-3120
URL：http://www.masuda-techno.co.jp

設立　2008年
社員数　６名（パート含む）
入会年月　2016年８月
事業内容　�塗装用ハンガー、住居用階段・�

てすり、遊具の製造

う
桝
田
氏
。
次
回
作
に
も
自
信
を
覗

か
せ
て
い
ま
す
。「
待
ち
の
姿
勢
で

な
く
攻
め
て
い
き
た
い
。
自
社
製
品

開
発
に
は
今
後
も
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
」
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま

し
た
。

取
材
・
記
事
：
鈴
木 

弘
之
氏

�

（
税
理
士
法
人
　
あ
い
会
計
・
中
遠
支
部
）

桝田 義高氏

足踏み式消毒台「フンデイーラ」

手を使うことなく消毒液を出すことができます
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６
月
11
日
、
４
年
目
と
な
る
（
一
社
）
静
岡
県

信
用
金
庫
協
会
（
以
下
、
信
金
協
会
）
と
の
意
見

交
換
会
を
東
海
財
務
局
静
岡
財
務
事
務
所
（
山
崎

所
長
）
の
仲
介
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
同
協
会
か

ら
御
室
会
長
（
浜
松
い
わ
た
信
金
理
事
長
）、
田

形
副
会
長
（
し
ず
お
か
焼
津
信
金
理
事
長
）、
紅

野
副
会
長
（
沼
津
信
金
理
事
長
）
ら
が
出
席
。
両

会
長
挨
拶
後
、
要
望
書
を
提
出
。
続
い
て
「
新
型

コ
ロ
ナ
が
中
小
事
業
者
に
与
え
る
影
響
、
今
後
の

支
援
」
を
テ
ー
マ
に
、
静
岡
同
友
会
か
ら
は
、
中

同
協
第
４
次
要
望
・
提
言
の
説
明
、
企
業
経
営
の

静
岡
県
信
用
金
庫
協
会
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

～
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
企
業
影
響
と

�
金
融
機
関
の
取
組
み
・
支
援
を
意
見
交
換
～

６
月
11
日（
木
）　
会
場
：
静
岡
財
務
事
務
所

現
況
や
見
通
し
を
報
告
し
ま
し
た
。
井
上
代
表
理

事
か
ら
は
経
営
指
針
書
を
渡
し
資
金
確
保
に
つ
い

て
、
簑
副
代
表
理
事
か
ら
は
信
金
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
事
業
性
評
価
融
資
の
自
社
事
例
を

紹
介
。
信
金
協
会
か
ら
は
緊
急
貸
付
の
対
応
状
況

や
地
域
経
済
の
景
況
感
、
今
後
の
事
業
者
支
援
の

取
組
み
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
意
見

交
換
で
は
中
小
向
け
の
永
久
劣
後
ロ
ー
ン
の
創
設

や
超
長
期
ロ
ー
ン
、
資
本
性
融
資
が
話
題
に
挙
が

り
、
事
業
承
継
支
援
等
に
つ
い
て
も
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。

【
参
加
者
感
想
　

�

簑 

威
頼
氏
（
㈱
ア
サ
ギ
リ
・
副
代
表
理
事
）】

　

昨
年
度
中
に
予
定
し
て
い
た
当
意
見
交
換
会
で

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
６
月
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
私
は
副
代
表
理
事
と
し
て
初
め
て
の
出
席

で
、
緊
張
気
味
で
し
た
。
静
岡
財
務
事
務
所
山
崎

所
長
の
開
会
挨
拶
と
し
て
法
人
企
業
景
気
予
測
速

報
の
報
告
、
両
団
体
代
表
挨
拶
の
後
、
井
上
代
表

理
事
と
私
が
中
小
企
業
の
現
状
報
告
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
井
上
代
表
か
ら
は
自
社
の
経
営

指
針
書
に
基
づ
く
経
営
並
び
に
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対

応
の
説
明
が
あ
り
、
私
は
経
営
革
新
を
用
い
た
自

社
の
取
り
組
み
、
金
融
機
関
作
成
の
事
業
性
評
価

シ
ー
ト
を
用
い
た
経
営
方
針
策
定
と
コ
ロ
ナ
禍
で

の
対
応
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
遠
藤
会
長

か
ら
景
況
調
査
や
歴
史
か
ら
読
み
解
く
今
後
の
予

測
に
つ
い
て
の
報
告
、
県
内
の
状
況
に
つ
い
て
信

用
金
庫
協
会
会
長
、
副
会
長
か
ら
の
説
明
と
続
き

ま
し
た
。
静
岡
県
は
東
西
に
長
く
、
地
域
ご
と
業

界
や
課
題
が
異
な
り
ま
す
が
、
県
内
各
信
用
金
庫

が
積
極
的
に
取
引
先
企
業
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

し
ほ
ぼ
実
態
の
把
握
が
出
来
て
い
る
状
況
と
の
こ

と
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
後
の
「
出
口
」
戦
略
に
つ

い
て
、
金
融
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
き
た

い
と
意
見
交
換
し
、
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
有

意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

島
田
掛
川
信
用
金
庫
と

　
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
座
談
会
を
開
催

６
月
16
日（
火
）　
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
て

　

６
月
16
日
（
火
）、
島
田
掛
川
信
用
金
庫
と

「
中
小
・
小
規
模
企
業
の
支
援
・
融
資
制
度
の
オ

ン
ラ
イ
ン
相
談
座
談
会
」
を
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
開
催
、

会
員
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
座
談
会
で
は
、
緊

急
融
資
の
対
応
状
況
や
「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」

の
申
請
や
相
談
へ
の
支
援
、「
先
端
設
備
等
導
入

計
画
の
活
用
」
等
の
企
業
支
援
に
つ
い
て
同
金
庫

担
当
者
か
ら
わ
か
り
や
す
く
解
説
。
本
業
支
援
重

視
、
販
路
開
拓
、
事
業
計
画
等
の
フ
ォ
ロ
ー
、
も

の
づ
く
り
補
助
金
全
国
１
位
（
令
和
２
年
度
一
次

公
募
）
等
の
同
金
庫
の
強
み
が
会
員
に
伝
わ
る
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
コ
ロ

ナ
影
響
で
の
運
転
資
金
や
設
備
投
資
計
画
に
つ
い

て
質
疑
を
交
え
情
報
交
換
。
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
は

同
金
庫
も
初
め
て
の
試
み
と
な
り
ま
し
た
。
同
金

庫
と
は
２
０
１
９
年
３
月
に
「
中
小
企
業
等
支
援

に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
」
を
締
結
し
て
お
り
、

会
員
間
の
交
流
、
会
行
事
へ
の
参
加
や
情
報
発
信

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
に

お
い
て
も
、
地
域
と
共
に
歩
む
中
小
企
業
と
地
域

金
融
機
関
と
の
関
わ
り
を
密
に
し
、
企
業
と
地
域

の
存
続
、
発
展
に
む
け
て
関
係
を
強
化
し
て
い
き

ま
す
。

★�

当
日
の
資
料
は
ｅ‒

ｄ
ｏ
ｙ
ｕ
の
掲
示
板
「
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
関
す
る
お
知
ら
せ
」
よ
り

配
信
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

静
清
信
用
金
庫
と

�

包
括
連
携
協
定
を
締
結

　

７
月
１
日
に
、
県
内
２
例
目
と
な
る
包
括
連
携

協
定
を
、
静
岡
市
に
本
店
を
お
く
「
静
清
信
用
金

庫
」
と
締
結
し
ま
し
た
。
中
小
企
業
の
発
展
と
地

域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
目
的
に
む
け
て
、
今
後

具
体
的
な
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

出席者名簿 　　　　（敬称略）
機関名 役職名 氏名

東海財務局
静岡財務事務所

所長 山崎　正晴
理財課長 水谷　有里

一般社団法人
静岡県信用金庫協会

会長 御室　健一郎
副会長 田形　和幸
副会長 紅野　正裕
常務理事 永野　英行

静岡同友会

会長 遠藤　一秀
代表理事 井上　斉
副代表理事 簑　　威頼
事務局長 秋山　啓希
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第
４
２
回
景
気
動
向
調
査
へ
の
ご
協
力
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
４
７
０
社

（
回
答
率
４
３
．
９
％
）
の
調
査
結
果
を
集
計

し
、
速
報
と
し
て
７
月
２
日
に
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
を
し
ま
し
た
。 

 ◆
現
在
の
業
況
判
断
◆ 

「
新
型
コ
ロ
ナ
影
響
に
よ
り
中
小
企
業
の
業

況
が
急
速
に
悪
化
。
製
造
業
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
を
超
え
る
過
去
最
低
の
水
準
に
」 

・『
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ(

良
い
・
や
や
良
い-

悪
い
・

や
や
悪
い)

』
は
▲
４
２(

前
回
１
２
月
期
▲
１)

と
４
１
ポ
イ
ン
ト
も
悪
化
し
た
。
「
良
い
・
や

や
良
い
」
と
答
え
た
企
業
は
１
５
．
８
％(

前
回

１
５
．
８
％)

、
反
対
に
「
悪
い
・
や
や
悪
い
」

は
５
７
．
４
％(

前
回
２
９
．
９
％)

だ
っ
た
。

２
０
０
９
年
６
月
期
▲
５
４
、
同
１
２
月
期
▲

５
３
に
迫
る
落
ち
込
み
と
な
っ
た
。
特
に
製
造

業
は
▲
７
２(

前
回
▲
１
０)

で
、
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
で
記
録
し
た
最
低
▲
６
９(

２
０
０
９

年
６
月)

よ
り
さ
ら
に
悪
化
。
流
通
・
卸
小
売
業

は
▲
６
０(

前
回
▲
３
２
／
２
０
０
８
年
１
２

月
▲
７
３)

、
サ
ー
ビ
ス
業
▲
４
１(

前
回
３
／

２
０
０
９
年
１
２
月
期
▲
４
９)

と
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
と
同
程
度
ま
で
の
落
ち
込
み
を
示

し
た
。 

 

◆
今
後
の
見
通
し
◆ 

「
新
型
コ
ロ
ナ
影
響
長
期
化
か
。
全
業
種
が
１

年
先
ま
で
景
気
後
退
を
予
測
。
“
付
加
価
値
の

増
大
”“
新
規
受
注
”
が
力
点
」 

・『
６
ヶ
月
先
』
は
、
全
体
で
「
や
や
悪
い
・
悪

い
」
と
回
答
し
た
割
合
は
６
６
．
９
％
、
Ｄ
Ｉ

値
で
は
業
況
判
断(

現
在
※
以
下
「
現
在
」)

▲

４
２→

６
ヶ
月
先
▲
５
７
。
業
種
別
で
は
「
建

設
」
現
在
６→

６
ヶ
月
先
▲
３
９
、「
製
造
」
現

在
▲
７
２→

６
ヶ
月
先
▲
８
２
、
「
流
通
・
卸

小
売
」
現
在
▲
６
０→

６
ヶ
月
先
▲
６
９
、「
サ

ー
ビ
ス
」
現
在
▲
４
１→

６
ヶ
月
先
▲
４
４
。

全
業
種
で
現
在
よ
り
大
幅
に
悪
化
す
る
と
予

測
し
て
い
る
。 

・
『
１
年
先
』
に
お
い
て
も
全
体
で
「
や
や
悪

い
・
悪
い
」
の
回
答
が
６
４
．
７
％
を
占
め
、

業
況
判
断(

現
在)

▲
４
２
と
比
べ
１
年
先
▲

５
３
。
業
種
別
の
１
年
先
の
見
通
し
は
「
建
設
」

▲
６
２
、「
製
造
」
▲
６
６
、「
流
通
・
卸
小
売
」

▲
５
５
、
「
サ
ー
ビ
ス
」
▲
３
８
と
新
型
コ
ロ

ナ
影
響
長
期
化
を
予
測
す
る
声
が
多
い(

詳
細

は
次
頁) 

 

◆
特
別
設
問
◆ 
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
の
影
響
に
つ
い
て
」 

【
設
問
①
】
新
型
コ
ロ
ナ
が
与
え
た
影
響
に
つ

い
て(

※
一
部
抜
粋) 

・
未
だ
自
粛
ム
ー
ド
が
続
い
て
い
る
た
め
、
観

光
に
対
す
る
仕
事
の
受
注(

特
に
宿
泊
施
設) 

へ
の
影
響
が
顕
著
に
生
じ
て
い
る
。
年
内
も
受

注
状
況
は
厳
し
い
。（
製
造
業
／
東
部
） 

・
外
に
出
ら
れ
な
い
こ
と
。
感
染
防
止
の
対
策
。

需
要
減
少
の
行
き
先
を
見
極
め
る
こ
と
。
同
時

に
仕
事
そ
の
も
の
に
つ
い
て
会
社
そ
の
も
の

に
つ
い
て
の
根
本
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
。
会
社
・
事
業
の
存
在
理
由
に
つ
い
て

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
見
直
す
こ
と
が
で
き
た
。

あ
る
い
は
見
直
し
つ
つ
あ
る
こ
と
。
（
建
設
業

／
中
部
） 

・
営
業
ス
タ
イ
ル
の
変
化
。
以
前
は
直
接
訪
問

面
談
、
展
示
会
に
参
加
、
新
規
顧
客
へ
の
売
り

込
み
と
い
う
形
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
販
売
の
減
少
。
売
上
機
会
の
損
失
。（
卸
・

小
売
業
／
中
部
） 

・
自
粛
要
請
に
よ
り
、
購
買
意
欲
が
減
退
し
新

た
な
注
文
が
減
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
三
密
の
状
態

回
避
の
た
め
営
業
が
し
に
く
く
な
り
、
担
当
者

と
打
ち
合
わ
せ
が
出
来
ず
、
仕
事
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
か
な
く
な
っ
た
。
（
製
造
業
／
東
部
） 

・
働
き
方
の
変
革
。
オ
ン
ラ
イ
ン
（
非
対
面
）

で
の
営
業
が
可
能
と
な
り
、
出
社
回
数
も
減
り
、

オ
フ
ィ
ス
の
必
要
性
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

と
な
っ
て
い
る
。（
サ
ー
ビ
ス
業
／
西
部
） 

 

【
設
問
②
】
新
し
い
自
社
の
在
り
方
や
検
討
・

実
施
し
て
い
る
取
組
み
、
対
応
へ
の
課
題
や
悩

み
に
つ
い
て
（
※
一
部
抜
粋
） 

・
対
面
販
売
や
来
店
者
を
増
や
し
新
規
ユ
ー

ザ
ー
を
増
や
す
経
営
戦
略
だ
っ
た
が
、
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

広
告
、
商
談
を
増
や
し
、
リ
モ
ー
ト
で
接
客
し

て
商
談
成
立
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
い

る
。（
サ
ー
ビ
ス
業
／
東
部
） 

・
付
加
価
値
増
大
に
む
け
て
職
人
の
雇
用
、
デ

ザ
イ
ン
事
務
所
と
の
連
携
。（
製
造
業
／
中
部
） 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、
発
注
・
相
談
方
法

の
変
更
。
逆
に
人
を
育
て
る
、
チ
ー
ム
力
を
高

め
る
チ
ャ
ン
ス
か
も
し
れ
な
い
。
（
製
造
業
／

製
造
業
） 

・
こ
れ
ま
で
以
上
に
経
営
理
念
に
基
づ
い
た

地
域
密
着
型
経
営
の
強
化
。
心
配
事
は
半
年
後
、

１
年
後
に
お
け
る
一
般
消
費
の
冷
え
込
み
具

合
の
不
透
明
さ
。（
建
設
業
／
西
部
） 

◆
速
報
集
計
◆
静
岡
同
友
会 

第
４
２
回
景
況
調
査
記
者
発
表
資
料
よ
り 
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社
会
人

と
し
て
の

基
本
を
学

ぶ
本
研
修

は
、
例
年

４
月
に
合

同
入
社
式

と
併
せ
て

開
催
し
て

い
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響

で
今
年
度

は
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
に
て
開

催
し
ま
し

た
。
講
師

は
昨
年
に
引
き
続
き
須
山
由
佳
子
氏
（
㈲
キ
ャ
リ

ア
・
ア
ッ
プ
／
浜
松
支
部
）
が
務
め
、
会
員
10
社

よ
り
計
12
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
義
で
は
挨
拶

や
マ
ナ
ー
の
大
切
さ
、
働
く
中
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
び
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
働
く
上
で
の
悩
み
や
不
安
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
最
後
に
鈴

木
雅
夫
氏
（
香
港
静
雅
有
限
公
司
・
副
代
表
理
事

／
榛
南
支
部
）
よ
り
「
会
社
に
あ
る
理
念
を
知
り
、

深
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
」
と
、
青
山
達
弘
氏
（
㈱

青
山
建
材
工
業
・
副
代
表
理
事
／
静
岡
支
部
）
よ

り
「
皆
さ
ん
は
入
社
し
た
日
か
ら
主
役
で
す
。
共

県
共
育
委
員
会
主
催

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
＆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
を
開
催

６
月
16
日（
火
）　
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
て

に
成
長
し
ま
し
ょ
う
」
と
の
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

 

共
育
委
員
長
よ
り

　
社
員
の
可
能
性
広
げ
た
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
研
修

　

今
回
の
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
研
修
に
は
、
新
入
社
員
の
20

代
か
ら
キ
ャ
リ
ア
の
あ
る
40
代
の
方
ま
で
幅
広
く

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。「
ブ
レ
ー
ク
ア
ウ
ト
ル
ー

ム
」
機
能
を
使
っ
た
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、
年
上

の
方
が
若
手
を
け
ん
引
し
て
話
し
合
い
を
盛
り
上

げ
、
た
く
さ
ん
の
意
見
が
出
て
い
ま
し
た
。
報
告

の
発
表
で
は
、
受
講
生
が
積
極
的
に
挙
手
し
て
話

し
て
く
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

受
講
生
か
ら
「
報
告
・
連
絡
・
相
談
」
に
つ
い

て
、
上
司
に
報
告
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
難
し
い
と

の
相
談
が
あ
り
、
こ
の
悩
み
は
キ
ャ
リ
ア
の
あ
る

方
も
同
様
で
し
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
悩
み
に

つ
い
て
受
講
生
同
士
で
話
し
合
う
中
で
、
新
た
な

気
づ
き
が
得
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。
須
山
講
師
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
と
に
「
ク
ッ
シ
ョ
ン
言

葉
」
を
こ
れ
か
ら
働
く
中
で
使
っ
て
み
る
と
い
う

受
講
生
の
言
葉
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
の
研
修
で
し
た

が
、
持
ち
帰
っ
て
も
ら
え
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
10
月
に
は
若
手
社
員
研
修

を
、
出
来
れ
ば
顔
を
合
わ
せ
て
実
施
し
た
い
と
計

画
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
社

員
さ
ん
の
普
段
見
ら
れ
な
い
姿
を
発
見
で
き
ま
す

の
で
、
経
営
者
の
方
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

野
川 

和
三
氏

�（
㈱
野
川
商
店
・
榛
南
支
部
）

受
講
生
の
感
想
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す

・�

自
分
で
判
断
せ
ず
に
早
め
の
報
連
相
を
心
が
け

た
い
と
思
っ
た

・�

気
持
ち
の
良
い
元
気
な
あ
い
さ
つ
を
心
が
け
、

円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
人
間

関
係
を
築
き
た
い
と
思
っ
た

・�

マ
ナ
ー
は
人
を
不
快
に
さ
せ
な
い
行
為
で
、
思

い
や
り
を
形
に
す
る
と
い
う
こ
と
だ
と
い
う
点

が
と
て
も
印
象
に
残
っ
た

　

同
友
会
会
議
室
と
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
の
参
加
を
併
用

し
、
今
年
度
初
の
イ
ン
ト
ロ
セ
ミ
ナ
ー
は
過
去
最

多
６
支
部
か
ら
24
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
は

じ
め
に
海
野
敦
県
組
織
増
強
委
員
長
よ
り
「
新
し

い
会
員
や
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
に
同
友
会
を
知
っ
て
も

ら
う
活
動
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
支
部
の
垣
根
を

越
え
た
情
報
交
換
の
場
と
し
て
積
極
的
に
参
加
し

て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
。
そ
の
後
、
森
下
昌
治
氏

（
㈱
森
下
商
店
・
静
岡
支
部
）
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
自
社
の
現
状
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
報
告
。
金

山
寺
み
そ
を
は
じ
め
、
漬
物
な
ど
の
食
品
製
造
と

卸
売
を
す
る
同
社
。「
静
岡
は
全
国
で
有
数
の
金

山
寺
み
そ
の
生
産
地
。
魅
力
を
発
信
し
地
域
の
名

産
品
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
」
と
今
後
の
展
望
を
話
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

会
場
と
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
そ
れ
ぞ
れ
で
、

新
た
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て

グ
ル
ー
プ
討
論

し
ま
し
た
。

　

次
回
は
７
月

30
日
（
木
）
開

催
で
す
。
ぜ
ひ
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
ご
一
緒
に
参

加
く
だ
さ
い
！

今
年
度
初
の

�
イ
ン
ト
ロ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
！

６
月
26
日（
金
） 
会
場
：
同
友
会
会
議
室
＆
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

参
加
：
24
名

参加企業一覧（順不同）
1 サツマ電機㈱（沼津支部）
2 ㈲弥生製作所（沼津支部）
3 社会保険労務士法人 シャイン（富士宮支部）
4 ㈱高栄塗装（静岡支部）
5 ㈲松本鉄工所（静岡支部）
6 ㈲ミヤタ印刷（静岡支部）
7 駿遠三菱自動車販売㈱（志太支部）
8 ㈱藤枝パークインホテル（志太支部）
9 小塚建設㈱（榛南支部）
10 増田工業㈱（榛南支部）

須山 由佳子氏
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不
離
一
体
シ
ー
ト
の
活
用
に
学
ぶ

�

～
走
り
な
が
ら
考
え
る
！
～

　

藤
枝
市

で
倉
庫

業
・
運
送

業
に
加
え
、

市
内
初
の

企
業
主
導

型
保
育
園

「
ま
つ
の

実
」
を
運

営
す
る
松
葉
倉
庫
㈱
。
２
０
２
０
年
４
月
に
50
期

目
を
迎
え
ま
し
た
。
代
表
取
締
役
社
長
の
松
葉
秀

介
氏
は
同
友
会
歴
23
年
、
志
太
支
部
長
な
ど
を
歴

任
し
現
在
は
静
岡
同
友
会
副
代
表
理
事
を
務
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
る
と
立
場
や
責
任

の
変
化
に
伴
っ
て
、
同
友
会
３
つ
の
目
的
の
捉
え

方
や
同
友
会
で
の
学
び
方
が
変
化
し
、
結
果
と
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
判
断
や
決
断
の
土
台
に
な
っ

て
い
る
と
話
し
ま
す
。
ま
た
、
自
身
が
活
用
し
て

い
る
「
不
離
一
体
シ
ー
ト
」
を
紹
介
。
会
社
を
取

り
巻
く
環
境
の
変
化
や
同
友
会
で
の
学
び
や
役
職

な
ど
を
時
系
列
で
記
入
し
て
い
く
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
の
会
社
の
歩
み
や
心
境
の
変
化
、
判
断
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
不

離
一
体
シ
ー
ト
の
活
用
に
つ
い
て
松
葉
氏
は
「
自

分
が
何
を
意
識
し
、
何
を
も
と
に
ど
の
よ
う
な
判

断
、
決
断
を
し
、
ど
の
よ
う
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を

取
っ
た
の
か
。
点
で
は
な
く
ジ
グ
ザ
グ
か
も
し
れ

な
い
が
一
本
の
太
い
線
で
繋
が
っ
て
い
る
と
確
認

で
き
る
。
こ
れ
が
不
離
一
体
シ
ー
ト
活
用
の
最
大

の
メ
リ
ッ
ト
。
少
し
ず
つ
積
み
重
ね
た
経
験
が
次

の
自
信
や
ア
イ
デ
ア
、
好
奇
心
の
引
き
出
し
の
数

に
繋
が
っ
て
い
る
と
感
じ
る
」
と
言
い
ま
す
。

　

最
後
に
「
走
り
な
が
ら
考
え
る
し
か
な
い
！
」

「
想
っ
た
よ
う
に
し
か
な
ら
な
い
！
」「
や
っ
た
よ

う
に
し
か
な
ら
な
い
！
」「
無
駄
な
事
に
し
な

い
！
」「
考
え
て
お
か
な
い
と
（
い
な
い
と
）
動

け
な
い
！
」「
ピ
ン
チ
も
チ
ャ
ン
ス
も
！
（
繰
り

返
し
や
っ
て
く
る
・
繋
が
っ
て
い
る
）」「
関
心
事

や
学
び
の
テ
ー
マ
、
役
割
や
責
任
は
変
化
し
て
い

く
！
」
と
、
不
離
一
体
シ
ー
ト
の
活
用
で
学
ん
だ

７
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
紹
介
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
、
多
く
の
学

び
を
実
践
し
走
り

続
け
る
松
葉
氏
の

報
告
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
か
ら
ご
覧

く
だ
さ
い
！

今
、
改
め
て
企
業
の
あ
り
方
を
考
え
る

　

三
島
市

で
企
業
再

生
支
援
と

事
業
承
継

支
援
、
組

織
開
発
を

お
こ
な
う

Ｋ
Ｊ
Ｓ
コ

ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
合
同

会
社
。
代

表
で
中
小

企
業
診
断

士
の
浅
田
博
彦
氏
が
６
月
沼
津
例
会
で
「
今
、
改

め
て
企
業
の
あ
り
方
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
報

告
し
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
に
中
小
企
業
診
断
士

と
し
て
創
業
し
た
浅
田
氏
は
、
企
業
再
生
支
援
と

事
業
再
生
支
援
を
行
う
中
で
、
組
織
開
発
の
重
要

性
を
感
じ
、
現
在
３
つ
の
柱
で
企
業
を
支
え
て
い

ま
す
。

　

浅
田
氏
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
中
小
企
業
の
対

応
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
半
年
程
度
の
資
金
を
確
保

す
る
こ
と
、
そ
れ
に
は
資
金
繰
り
表
の
作
成
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。
ま
た
、
よ
い
会

社
の
条
件
と
し
て
「
両
利
き
の
経
営
が
で
き
て
い

る
こ
と
」「
３
つ
の
力
が
う
ま
く
回
っ
て
い
る
こ

と
」
が
重
要
と
言
い
ま
す
。「
両
利
き
の
経
営
」

と
は
新
た
な
事
業
や
時
代
に
必
要
と
さ
れ
る
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
「
探
索
」
と
、
現
在
の

事
業
を
よ
り
深
く
掘
り
下
げ
る
「
深
化
」
の
２
つ

が
企
業
と
し
て
で
き
て
い
る
こ
と
。
長
く
続
く
企

業
は
「
探
索
」
を
怠
ら
な
い
こ
と
が
特
徴
と
紹
介
。

次
に
「
３
つ
の
力
」
と
は
、
企
業
に
お
け
る
人
材

力
・
組
織
力
・
関
係
力
の
３
つ
を
い
い
、
こ
こ
で

い
う
組
織
力
と
は
同
友
会
の
経
営
指
針
（
経
営
理

念
・
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
・
経
営
方
針
・
経
営
計
画
）

に
繋
が
り
ま
す
。「
人
材
力
や
関
係
力
が
あ
っ
て

も
組
織
力
（
経
営
指
針
）
が
な
い
組
織
は
共
通
の

目
標
が
な
い
こ
と
が
多
く
、
少
し
で
も
関
係
性
が

崩
れ
る
と
退
職
に
繋
が
り
や
す
い
。
反
対
に
組
織

力
が
あ
っ
て
も
上
手
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
が
な
け
れ
ば
、
組
織
と
し
て
力
を
発
揮
す
る
こ

と
は
難
し
い
。」
と
３
つ
の
力
が
関
係
し
合
っ
て

組
織
が
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

　

浅
田
氏
の
報
告
の
詳
細
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
！

コチラのＱＲコードから動画をチェック！ 

第３回  松葉 秀介氏
（松葉倉庫㈱・副代表理事／志太支部）

YouTube動画はこちら
のＱＲコードからご覧
いただけます！

前編 後編
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　東海財務局ＨＰ内にて、県内での国、公的機関、金融機関及び地方公共団体の各支援策に係るリンク先一覧をご覧いた
だけます。右のＱＲコードよりぜひご覧ください。
� （出典：東海財務局HP　http://tokai.mof.go.jp/sizuoka/zimusyo_link_00001.htm）

新型コロナウイルス感染症関連支援策等　リンク先一覧
新型コロナウイルス感染症の影響で資金繰り等でお困りの事業者の方へ

中小企業家しんぶん６月５日号を活用した
学びの場が
広がっています！
　今年度の中同協総会議案を兼ねた中小企
業家しんぶん６月５日号を活用した学びの
場が各支部・委員会で広がっています。特
に第三章「本年度の課題と活動方針」の、
新型コロナに負けない全社一丸の企業づく
り、感染拡大の影響長期化の想定と次代を
展望した同友会づくり、ポスト・コロナ社
会を展望し経営環境の改善と地域づくりに
ついてそれぞれ支部役員会や県専門委員会
の場で、自社経営と照らし合わせながらの
話し合いが行われています。コロナ禍の激
動の時代を変革の好機とし、知恵を出し合
いながら積極果敢に挑戦していく姿勢が同
友会にも企業経営にも求められるいま、自
らの同友会と企業経営をチェックする指標
として中小企業家しんぶん６月５日号をぜ
ひご活用ください。

静
岡
県
中
小
企
業
家
同
友
会

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ガ
ジ
ン

2020年
７
月
10日
号
　
通
巻
500号

　
定
価
200
円

DOYU CALENDAR 7月16日㈭～8月15日㈯7月・8月
7月
16日（木）

榛南例会（19:00 さざんか＆ZOOM）
中遠例会（19:00 ワークピア磐田）
浜松例会（ZOOMでの参加可）
（19:00 クリエート浜松＆ZOOM）
富士例会（19:00）

17日（金） 県組織増強委員会（17:00 ZOOM）

21日（火） 県障がい者問題委員会（18:00 事務局）
県共育委員会（19:00 ZOOM）

22日（水） 県理事会（15:00 ZOOM）

27日（月） 三島例会（19:00 ZOOM）

28日（火） 県例会企画委員会（18:00 ZOOM）

30日（木） 第17期経営指針を創る会　
第１講（19:00 未定）
会員経営者が語る「イントロセミナー～同友会
と私」（19:00 事務局＆ZOOM）

8月
4日（火） 静岡納涼例会（19:00 未定）

6日（木） 県総務財務委員会
（16:00 事務局）

12日（水） 御殿場納涼例会
（19:00 いきなりステーキ）

《� あなたのスケジュールノートに必要事項をご記入ください 》


